
異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

1薬1日目昼、ザナミビル水和物処方。夜、ザナミビル水和物吸入。寝て
るヽときに目を覚ますが、自分の手の影を見て、「あれ見て!」、ニコニコ
:笑いながら「楽しみだなあ、どんな色にしようかなあJ等意味不明なこと

t)-7i.'r222
EJ7tr-ti

日目朝、ザナミビル水和物吸入。昼に寝ていると、以前と同じよう
手に動き少しパニックに。トイレに行くと落ち着いた。夜、寝てい

も一時間毎に怒つたようなうなり声や叫び声を出し、起き上がり、ベソ

日目朝、朝なかなか起きられず、日を自目をむくようにあけるのだ

が、起きられず。いびきのような寝息をたて、寝てしまう。昼は、昼寝もな
しのため異常なし。夜、寝ていて咳をするたびに怒つたようなうなり声や
び声を出して、時には『いやだ !!や めてくれ 1!Jと 言つたり、
て暴れたりする。起き上がつて座り、泣くことも。
日日夜、体温36.5度。咳をよくするが、起きたり叫ぶ事なく寝る。

服栗1日目、インフルエンザ迅速診断でA型0、 ザナミビル水lll物処万。昼

夕、本剤吸入。2回日の吸入後、4回程意識が朦朧となり母親がわからなく、
こ対しても反応がなかつた。1分間位で母親が話しかけ意識回復したが、

と高熱でなかなか眠れず開眼して意識がボンヤリし
た状態であつた。夜半 体温40度。意識もうろうとなり、幻覚出現(戦争で戦つ
るヽ人が見えた。母親が友人の父親に見えた)。深夜、救急病院受診。入
頭部CT検査など異常なし。以後使用中止。

カルボシステイン
アセトアミノフェン

服栗1日日、インフルエンザのためにザナミビル水和物処万。
翌日、痙摯が発現した為に当院に搬送され入院。本剤中止.

ミビル水和物 服用 1日 目、朝 、不剤 i回 目吸 人 。夜、杯温 38 . 5‐C。不刑 2回 :

後、横になって寝ていたり、日を覚ましたり、を繰り返している状態。2回目
入約4時間後、体温39.4℃。父、母からの呼びかけに対して「僕つてだれ?」「僕
前がわからない」という発言を繰り返し、母の「私(母和の事がわかる?」とし
ハかけに対しても、「離がいるのか分からない」と返答。同様に、父親の顔も
、ヽ知らないと繰り返す。手は小刻みに震えていたような感じがみられ

吸入4時間40分後、通常の意||に戻る。本人が「水が飲みたい」と主張し、
をとり、トイレにも行き、そのあと就寝。関節の痛みのために、立ち上がった
りする時の補助はしたものの、それ以外の動作はいつもどおり自分ひとりで済ま
せる。
服用2日日、朝、体温不明。昨夜の事は何もなかつたように朝を向かえ、その
後、異常言動はなし。本剤継続したが、問題行動などはなし。

続ヽけるようにということで、本剤
は中止せず。昼頃、熱は37.3℃に下がつたが、まだうわごとを言う。

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

B-08020806 女性 :0歳 :u mg リン饉・/メモルフアン

カルボシステイン

アセトアミノフェン

呵寛 回復

置筋 鰭 裸 蓄破贅訳麒 開 報 T露脱 ヵc重く感じ「ふ
ヒんが燃えているJとの訴えあり。(その後服用3日目までの計3回の吸入

直後に、同様の発言した。)自分のあ、とんだけが熱く燃えている、重いと
言つて、他の兄弟のふとんをはぎとり自分にかけて寝たとのこと。
限用4日日、力鴨熱。

J8′04/Ul以 再

断規報告

B-08027291 男性 !0● :O mg 口聴 I O l優 麻温38.3℃。キッHこてインフルエンサA型とp配 れ、サアミビル不利蒻
lL方。昼、本剤吸入。夕食前より、恐いなと言い出した。本剤2回目吸
入。夜間、就寝時、幻聴が聞こえ恐いと言うなど精神症状あり。幻聴が

強くなつた。
最用2日日、朝、異常なし。幻聴はなく、インフルエンザの症状も軽くなつ
「・・ルのFル_

03/04/01以 幹

新規報告

B-08027376 男性 :0歳 :O mg 7ラリスロマイツン

テオフィリン

アセトアミノフエン

異冨 行 コ コ復 発熱のため受診し、ザナミビル水和物、クラリスロマイシン、テオフィリ
ン、アセトアミノフェン処方.同日、服用開始。
服用2日日、朝、夕、本剤吸入。夜間、寝ていたが、急に手でパタバタと
床をたたき出し、呼びかけても日線はあわず、フラフラと歩く行動が発
現。救急要請。事象発現約3分後、救急車到着時には、意識清明。病院
へ搬送後、インフルエンザA型と診断され、経7iE観察目的で入院。
服用3日日、朝、本剤吸入.昼過ぎ、意識清明であり、退院。

〕3/04/0111口|
断規報告

B-08027957 男性 :0臓 m g ,「ビリン糸懸口剤(4)
ンロプテロール
アズレンスルホン酸ナトリウム

幻軍
異常行動

離駅

隆快
」頭踊、昇水、ワあり、覚診.倅温36.9E.その性、恐発、蹟踊あり丹賞
診。体温3a4度。インフルエンザA型陽性と診断され、ザナミビル水和物
処方。同日朝、本剤初回収入後、就寝。同日昼過ぎ、突然起き出し、幻

党(何かが見える、おびえる)といった症状が発現.数分で軽快.同日タ
方、本剤吸入2回日、体温36℃台。本剤吸入約5時間半後、深夜、突然
起き上がり、日の焦点が合わないというた症状が発現.5分程度で軽
快。
日日日 , 日 日  士 自 1 由 : ト

〕3/04/011ス『摯
肝規報告

6 3-08027958 男性 Ю mg 星酸シフロヘフタジン
bルボシステイン
=ベンズ酸チペピジン

早副 種 の 3

血圧低下
ジスキ賓ジ

ー

意識変容状
態
首白
チアノーゼ

回 餞

未回復
記載なし
記載なし
記載なし
記載なし

インフルエンザA型の診断にて、サナミビル水和物処万。
司日、本剤吸入時にめまい、ふらつき、体をピクピクさせる動きが発現.
しうろうとした状態、顔面着白、口唇チアノーゼ認めるも、その後回復。
的2時間後、再度ふらつき、めまいが発現し、救急搬送され、緊急入院.
頂CTでは明らかな異常なし。
〕日間入院し、改善みられ退院。

調/04/011人 口摯

断規報告

3-0802931 男性 10歳 ZO rng アセトアミノフェン 妥
戦

薔

辰
4 1`月
不明

フ ア ミEル 不 利 物 胆 用 Z日 日 、朝 、不 剤 収 入 餞 、椰 極 3 9じ で 、つつ こ と、

ふるえが発現。

18/04/01以降
析規報告

3-08031642 女性 :0歳 m g 瞑咳配含剤(1)
盤酸アンプロキソール

異常行動 回復 ザナミビル水和物服用1日日、夜、本剤吸入約2時間後、l熙い」:足がか
ゆい」と言つて起きてくる。30分おきに約5時間症状が経続。
服用2日日、朝、本剤吸入したが、昼間は日常と変わらず。夕、本剤吸
入。体温37℃。夜、昨夜と同様の行動を3、4回繰り返す。
限用3日日、朝、医師の指示により、本剤中止。夜、異常なし。

)3/04/011スロ|
析規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

ベンズ酸チペビジン

。布団を叩くような仕草もあり。

フルエンザと診断され、ザナミビル水和物処方。同日、服用開始。夕食
、本剤1回目吸入。ボールを投げつけられるという悪夢と金縛りのよう

日、熱は下がつた。昼寝をさせたところ今度は高い所から落ちる
うヽ悪夢を見たとのこと.医師に相談し、本剤中止。

卜科でセフジトレンピボキシル、塩酸アンプロキソール、塩酸フエキソ
ナジン、フェンジゾ酸クロベラスチンが処方されていたが、インフルエ

ヨ状が発現し、受診。ザナミビル水和物等処方。本剤服用開始。
日、大声を出したり、笑い出す、布団を跳ね除けるといつた行動
、急患センターを受診。本剤終了:

セフジトレンピポキシル

ジゾ酸クロペラステン

処方。
服用1日日、未明、突然起き出し、ふすまの方を見て実い出し、「お姉
ちゃんたちがいる」と発言。その時の熱は高かうた。母親が声をかけて

ンフルエンザB型 と診断され、ザナミビル水和物処万。

日日、解熱、傾眠がちでうわごとあり。
日日、受け答え悪く様子おかしい。夜間、受診し、本剤中止.

本剤中止から3日目、捕子変わらないため、再診。インフルエンザ脳炎の
疑いにて入院。場所、月日が分からず、インフルエンザ罹患後の記憶が

剤中止から4日日、活動性改善し、外来管理。自宅にて家人と話すう

日、3日日、風船が飛んでいると保護者に報告した。

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年 12月 )から平成21年 3月31日まで)

B■00026546 =饉 :2歳 :O mg アセトアミノフェン
セラベプターゼ
リン酸ジメモルフアン
塩酸アンプロキソール

蔵常行動 インフルエンサA型でザナミビル水相輌裂 人。不爾収入し祠Z崎同干

後、眼が上転気味になり、臥位から坐位へ移行し、立ち上がろうとするコ

雰留馳:露雰錮ど憂聾    F聯
掟
■常以外=25

3-07023807 女性 2麟 20 mg アセトアミノフェン 翼冨 rTコ 猥楽1日日、A型インフルエンザと診断され、サアミビル本和初覺万。不
削吸入して休む。夜半に急に大声で叫び、尋れる。手は強直状態。両親
で抑えつける。約3分間:本人は全く記憶なし。
侵薬2日日、朝、夕 本剤吸入。異常なし。

罠冨以外
-26

B-07024518 質 E 2H ιu mg リン醸ン'tル ノアン
セラペプターゼ
クラリスロマイシン
イブプロフェン       ~
カルボシステイン
d―マレイン酸クロルフェニラミ
ン
ドつノプス古皿まl

η堰
滉覚障害

曖
快
睦

睦
ザナミビル水和物服用1日前、、体温39.6℃.熙つほざ、所因踊目=し、
受診。リン酸ジメモルフアン、カルボシステイン、セラベプターゼ、d―マレ

イン酸クロルフェニラミン、クラリスロマイシン、イププロフェン処方され、
服用。夕方より、ビントが合わない、焦点が合わないといつた視覚症状が

発現。
翌朝、臨床症状より、インフルエンザA型と診断され、ザナミビル水和物
処方。同日、服用開始。本剤1回目吸入約2時間後、頭の中に人の声が
聞「, ■ポ歴ζttitit●コ_″ 太割,同日暉入̂

D8/04/011■ 口摯

追加報告

B-08026497 女性 12歳 au mg アセトアミノフェン □冤 口覆

i統 摺蹴湧 野!盟 蠍 場 続 長 ξ驚堀留 騎 1翌 驚 は 、
L訴える。症状発現から約30分後、うとうとする。明け方、母親に向かつ
て、お母さんが死んじゃつた、と号泣。数分でしずまる.症状発現から約
〕0分後、うとうとする。
日絡 墨 独 ■.か`里 堂 席 ‥ .か`‖ E調 に経 禍 1_治薇 主

13/04/0111口肇
析規報告

B-08026805 男性 211 10 mg わルポシステイン
塩酸アンプロキソール
島酸プロカテロール

洛 ろ 看 百り U

さ
異常行動

覆
復

回

コ

アナミこル水和物H工用1日Π、、インフルエンサ究[。
ll用1日日、朝、体温39.2℃。昼、本剤初回吸入してから約20分後、突然走り出
ソ́ファに向かい、「何でお母さんがいるの?」等、理解不能な発語あり。本人に

記憶はない。夕、ねぎをにぎりしめ、じ―と見つめる行動あり。
服用2日日、朝、寝ていたが急に起床し、「ぼくが64円払って、お母さんが44円
l■ったんだからいいでしよ」、「ゲームを置いたんだから帰る」等の発言あり。サー

クルペッドから降りようとする行動があり、相をよじ登ろうとしていた。

U3/04/U12人 口寧

新規報告

B-08027364 男性 12歳 lU mg アセトアミノフェン 患 `じ

嘔吐
激越
幻覚
落ち着きのな
さ

否明

回復
回復
E載なし
に載なし

アナミビル水相物処万され、胆用開贈。朝、不副初回収入。曇買曖、不
制吸入後、吐き気、嘔吐、興奮状態、幻覚があるようで、じつとしていら
にない状態となつた。薬局に連絡したところ、服用をやめ医師に連絡・受
珍のうえ指示をあおぐよう諭す。
lE用3日日、朝、1日で解熱、吐気の発現も1回のみ。本剤は同日まで継
院服用したが、その後、副作用と思われる症状はなし。

D3/04/01ルスロ摯
新規報告

B-08027685 男性 2歳 乙O mg 寛
妄
幻
請

復
復

ロ

コ

〕8.6度の発熱にて受診。インフルエンサ陽性のため、サナミビル水相物
嘔芳。同日、服用開始。昼、本剤1回日吸入.夕、本剤2回目吸入約2時
間後、幻覚が発現.その後、就寝。2回自吸入約4時間後、深夜、睡眠
時、突然大声で叫びだした。約1時間継続し、再度、就寝。翌日、起床時
こは普通の状態。本剤中止。

渇/04/01,スロ摯
析規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

8 3-08027954 買 E 12鵬 20 rng イフフロフェン B臓愛番状
態

日 置 09.1℃の発熱あり、受F。インフルエンサA型の診断にて、サアミEル不
和物処方され、服用開始。朝、夕、本剤吸入し、就寝。
服用2日日、早朝、気分不良で起床。1分後、階段を降りようとし転落。転
落後、記憶なし。脱力.転落直後、トイレに行き、顔面蒼白。電気があつ
た。同日午前中には、解熱し、症状改善。その後も本剤継続(計10回服

)3/04/01"スロ摯
析規報告

3-03028089 女性 12臓 mg d―マレイン酸クロルフェニラミ
ン
塩酸エプラジノン

撃
妄

璽

層
覆
復
回
回

体温38.6度。インフルエンザA型と診断され、ザナミビル水和物尋処万。
猥用2日日、夜、吸入約2時間後、体温37度。痙摯、うわごと発現.特に
処置なく帰宅。

)3/04/01,1口摯
析規報告

3-08028844 女 性 :2臓 20 mg 区口)日天
亀常行動
離出血

明
明
明

↑
不
不

1、2回目のザナミビル本和物吸入2時間後、意職消夭、鼻出皿あり。3回
日の吸入2時間後、畳をたたく等の行為、暴れるといつた行動が発現。勲
は高熱であつた。リン酸オセルタミビルでは問題なかつた。

)8/04/01,1口肇

析規報告

3-06025267 ヌ E :3籠 mg =フヘフワーセ
塩酸アンプロキソール

駒コ 行 為

敗越
重摯
書I E皓 室

復
復
復
結

回

コ

コ

ロ

インフルエンザで、ザナミビル水和物投与開始。投与2時間後、寛醒し、
興奮、発作出現。落ち着いてから、異常発語継続。

異常以外
-27

3-07020645 20 mg ″マ ト/ミ ノノエン η冤
自殺念慮

」侵
コ復

インフルエンザキットでA型陽性。ザナミピ
'ル
水和物処万され、昼・夕く不

剤10mg吸入。深夜、幻覚、自殺念慮出現。すべての物がゴミに見えた。
母親もゴミに見え、自分も含み必要ないものと思え、死のうと考えた。明
け方頃に回復、就寝。
服薬2日日、昼頃、起床`幻覚出現し、約30分間症状は継続したのち回
復。

異常以外-23

B-08023847 女性 :3蔵 どu mg 口千ソフロフエンナトリウム
ホスホマイシンカルシウム

夭見当爾
ほ織消失

復
復

コ

コ

39℃台の発黒あり、受診。インフルエンザA型陽性で甲耳炎含研疑わ
れ、ザナミビル水和物、ロキソプロフェンナトリウム、ホスホマイシンカル
シウム処方。午後、夜、本剤吸入。
服用2日日、朝、嘔吐、下痢発現1時間後、本剤吸入。嘔吐、下痢のため
受診。体温40.5℃。受診中、意識消失発現。すぐ回復するも、見当識障
害あり。脳波、血液検査、順部MRIこ異常なし。脳症は否定され、点滴処
置のうえ、経過観察。体温38.7℃。見当識障害、次第に回復。
服用開始から3日日、朝、体温369℃。意識は回復し、退院。

03/04/01以 降
新規報告

8 3-08026499 男性 13歳 mg 異常行動 38度の発熙にて堂膠。インフルエンサA型と診歴 れ、サアミビル不綱物
処方。同日、服用開始。夜、本剤吸入後すぐ立ち上がつて、運動しなけ
ればという妄想にかられて足をパタバタさせていた。
猥用2日目t夜、本剤吸入後、眼がうつろで、「どうしたんだ」と尋ねても、
正常な応答ができなかつた。急におきあがって、左足力ぐふるえて、おさえ
ていないととまらなかつた。会話にもならず、何をやつているかわからな
. lヽl・能がぅf・・̂

〕3/04/01"1,撃
断規報告

3-08028086 ヌ 圧 13歳 :O mg ヒベンス酸チペビジン

塩酸アンプロキソール
耐性乳酸菌製剤(3)

▼画質谷次
態

」覆 体温38度。翌日受診し、インフルエンザA型と診断され、ザナミビル水和
吻吸入開始。
猥用3日日、解熱。本剤終了。
猥用終了3日後、学校へ量校後、側れた。
猥用終了4日後、回復。

J3/04/011スロ摯
籠規報告

ザナミビル水和物 12



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

10分後、気分が悪くなり、脱カ
がみられた。「だいじようぶですか?Jと呼びかけても返事をせず、眼を
じたままであつた。吸入約15分後(事象発現5分後)、脈は約80/分で

り、すぐに意識回復。吸入約25分後(事魚発現15分後)、休んだところ

良好な色となり、起立して歩くことができるようになつた.

日日、午前中、軽度の意識レベルの低下が発現.夜、異常行動.

辮 色日、午前中、午後、軽度の意識レベルの低下が発現.

)夜、幻覚出現。投与4日日の夜、玄関のドアの前にふら一つと立つて
たヽ。その後入眠、その30分後、突然目を覚まし、幻覚出現、取り付か
したようにバランスポールを手で5-6分ついてその後入眠.投与5日日、
1度意識障害あり、傾眠力%と のことで入院。脳のCT、MRI、脳波、血沼,織障害あり、傾眠力%と のことで入院。脳のCT、MRI、脳波、血液
、ヽインフルエンザ急性脳症の疑いなし。           、

クラリスロマイシン
アセトアミノフェン
化デカリニウム

インフルエンサ陽性にてサナミビル不刷物を処万。不剤1回日ぞ収^鳳

後、5分程度失神し回復.薬剤との因果関係はないと判断し、経続して本

剤を吸うように指示される。2回日吸入後は失神する事もなく、インフルエ

て20分程してから全般性強直間代発作が5分間起こり、経過観察入院。

ンフルエンザのため、ザナミビル水和物処方され、同日
服用開始から6日日、熱が下がつたので、登校するも、登校中に痙摯が発現
し裂傷を負つたため、救急搬送された。今まで同様の症状の発現はない。

後、意識消失し、間代性けいれんが1分間続いた.

ナミビル水和物胆用1日目、昼、椰温38.5‐C.不副収入。夕、不副暇
1時間後、じつとしていられない感じになる。症状は約1時間で消失。

曰日以降、上記のような症状はなし。発熱ないため、

日日、夕、体温37.7℃と発熱を認め、本剤吸入。異常行

開始から4日日、朝、再診し、本剤中止.

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年 12月)から平成21年3月31日まで)

高ぶり、激越状態となる。家の中にいると何かを壊したくなり、外
回つているうちに症状が治まつた。

インフルエンザと診断され、ザナミビル水和物処万。同日、I
夕方、本剤吸入後すぐに幻覚発現。幻覚は約36時間継続。
日日、朝、夕、1本剤吸入。
日日、医師より本剤中止の指示あり、同日より、本剤中止。

定でA型の反応あり、ザナミビル水和物処方。本剤吸入直後、幻
,、個室に隔離し監視したところ、約30分で幻覚消失。30分過ぎ
に平常に戻つた。本剤中止。         ´

ルエンザと診断。1フリスター吸入後、谷器を片付けてい

に、突然、パタンと床に倒れ、10秒程度意識を失つた状態。30分
、息者は虚脱、皮膚の冷感・蒼白、チアノーゼ、血圧低下が

ロキソプロフェンナトリウム
解熱鎮痛消炎剤 ヨロ、主に性的な内容のことを大声で叫ぶなどの精神症状発現。

り学校の修学旅行を控えていたため、近医内科にその可否を相

用開始から4日日(修学旅行当日)、未明より、旅行準備を始めるが、
がうつろで、明らかにいつもと興なることに気づいた母親が、修学旅イ

タメタゾン・d―マレイン酸クロ

リン系感冒剤(4)
キソプロフェンナトリウム

ナミビル水和物服用1日前、懸冒症状発現。体温38℃台。非ビリン系
冒剤、セフジエル、ベタメタゾン・d―マレイン酸クロルフェニラミン服用

日、キットにてインフルエンザA型と診断され、ザナミビル水和物処方。
。ボーっとして生気がなく、服用1日日以降は、38℃を越える発
さいが、3日間反応鈍く、傾眠傾向。
日日、インフルエンザ改善により本剤終了。
:了から3日日、朝から「エイリアンがいる」等の幻覚妄想状態発

終了から16日日、髄液圧上昇以外は異常なし。
終了から20日日、入院。

新規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年 12月)から平成21年3月31日まで)

3-08031463 男性 :3歳 l 0  mg アセトアミノフェン
セラベプターゼ
ノバミピド
臭化水素酸デキストロメトルファ
ン

小 貢

多幸気分
耳鳴
落ち着きのな
さ

国優
回復
回復
回復

発熱のため、受診。インフルエンサA型とフ賢 れ、すアミこル不利覇地

方。同日、服用開始。夕、本剤吸入し、就寝。約1時間30分後、覚醒した

ぶ節讐鮮籍舅露滉よ患観
し
舅乳愚Л躍孵緑

は約10分継続し、自然消失した。
その後、本剤中止し、同症状の再発現なし。

渇/04/Ul以 瞬

析規報告

3-08025879 男性 :9餞 10 mg 感E消 矢 隆快 認頃、ザナミビル水和物を吸入した。約2時間半睦暁 とつた懺、弧秒の

ま識消失が2回あり。救急車にて病院に搬送された。来院時は、意識清
現であつた。

〕8/04/011スロ摯
析規報告

B-08031174 男性 9歳 ;O mg ロキソフロフェンナトリウム 意爾消矢 回復 げナミビル水和物服用1日前、38.3℃発熱あるも、キツトにてインフルエン

げ陰性。翌日、キッHこてインフルエンザB型の診断にて、ザナミビル水
lD物処方。同日、服用開始。
lE用2日日、体温38℃台。本剤吸入後、意識消失(約10秒)が発現。

)3/04/01"ス『摯
析規報告

B-08026724 千明 υttπ 腱与 重 不 明 塩酸ツロプテロール
d―マレイン酸クロルフェニラミ
ン

寛
戦

切

辰

明
明

下

不

インフルエンザと診断され、ザナミビル水和物等処方。同日、胆用開始.
幻覚のような症状が見られた。 腕 が震えたりしているが、併用薬のうち

どの薬が原因かわからない。
翌朝、体温は39℃から374℃まで下がつた。

0 3 / 0 4 / 0 1 1人口摯

新規報告

3-07027359 男性 201E atl mg 林更 湖

クラリスロマイシン
カルボシステイン
ゴペラシリンナトリウム
乳酸リンゲル液

異常行動 回復 服栗1日日、キヤビリアテストにて、インフルエンサA型ワイルス懸業と形

断。外来受診時に、明らかな神経学的異常所見は認められなかつた。外

来にて、ザナミビル水和物吸入し帰宅。

雅 ]早』轟 臨後凸師朧宅製聞 F競く
しばらく続いた。副作用発現後の本剤の吸入なし。
HE薬中止1日後 異ヽ常行動は回復した。

配常以外-35

1 3-07023803 男性 21崚 ZO mg リン酸コデイン
カルボシステイン

異常 行 動 回壼 限薬1日日、キットにてA型インフルエンザと診断し、ザナミビル水和物を
追方。深夜、母親の部屋へ行き、あ、わふわした感じと携帯電話を大きく
譲じ、気持ち悪くなるという症状を認めた。
1 8 菫 ,日 日 里 堂 行 動 同 行 _大 割 由 : 卜̂

異1]以 タトー30

3-08026966 女性 21歳 Z0 mg 豚爾夏谷状

臓
童攣

快
快
睦

隆
インフルエンサと診断され、サアミヒル不和物地万。同日、肛用開殖。
夜、本剤吸入し、就寝。
服用2日日、腹痛のために日覚め、トイレに行こうと歩いていると数秒
間、手足が硬直し、ひきつけをおこす。その後、トイレに行き横になつたと
ころ、自目をむいて痙撃し、意識を数分失つたため、すぐに救急車搬送さ
れる。来院時には意識もはつきりしており、熱も下がつていたため、補液
のみにて処置。補液後、特に問題見られず、医師の判断により帰宅.

'3/04/01厖 ム諄摯

析規報告

3-08028350 2 1麟 !U mg アセトアミノフェン E爾 消失 回復 377℃の発熱あり、受診。インフルエンサA型と診断ごれ、すすミこル不
和物処方。夕方、本剤吸入後、意識消失をきたし、救急車搬送。30～60

分程意識がなく、家族があわてて救急車を呼んだとのこと。本剤による

有害事象を疑い、以後、本剤中止。
服用開始から4日日、再診時、普段と変わらない様子であつた。

)3/04/0111『|
析規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

り~υ′υUUVZZ

(B024073)

質性 Z3月ロ 20mg 異1ヒテキストロメトルファン・クレ
ゾールスルホン酸カリウム
塩酸アンプロキソール

夭習

全身性奪麻
疹

日 餞

回復
インフルエンザにて,ザナミビル水和物段,2日 目、夭召、書麻疹澤現。 異常以外

-37

3-07010426 女性 `3■E 20m質 47つカペツドボニし,じ

(B02-1506) 非ビリン系感冒剤
シメトリド1無水カフェイン
臭化水素酸デキストロメトルファ
ン
ロルノキシカム
ジクロフェナクナトリウム
フェンジゾ酸クロペラステン

感覚鈍麻
lE吐

復
復
回
回

B-08027530 女性 27硼ロ au mg セフジニル
クエン酸ベントキシベリン
カルボシステイン
アセトアミノフェン

騒寛飩麻
ショック
失神

侵
復
復

コ

コ

コ

インフルエンザと診断され、ザナミビル水和物処方。同日、服用開始。
朝、本剤吸入後、四肢のしびれあり、臥床。しばらくして回復。夕方の吸
入について問い合わせあり、来院して吸入するよう指示.夕方、再度来
院し、本剤吸入。少ししびれあるが、朝より軽いとのこと。症状軽く、帰宅
可能の指示した直後、パタンと音がしごトイレの近くで倒れていた.失神
認め、脈触知せず、点滴処置を施行し、直後に回復。

〕8/04/01,人口肇
析規報告

3-08027858 女性 Z′日露 隣与量不明 果化水素酸デキストロメトルファ
ン

アセトアミノフェン

恵 醸 渭 夭

頭痛
悪心
嘔吐

復
明
明

明

回
不

不
不

サナミビル水和物服用1日莉、36.7℃の発熱にて受診し、異化水素酸テ
キストロメトルファン、アセトアミノフェン処方。
翌日、37.4℃の発熱にて再診し、インフリレエンザA型と診断され、ザナミ
ビル水和物処方。本剤投与開始。
服用2日日、夜、本剤吸入約4時間後、意識消失発現(2、3分)。その後、
頭痛、悪心、嘔吐発現。
服用3日日、症状は落ち着く。

D3/04/01,スロ摯

新規報告

B-08028615 女性 29歳 20 mg イフフロフェン
塩化リゾチーム
フェンジゾ酸クロペラネチン
メキタジン

祗 膜 食

脳炎
異常行動

駅
快
明

韓
軽
不

30℃を超える発熱あり、受診。インフルエンザの診断にてザナミビル水君
吻等処方。同日、服用開始。  ′
猥用2日日、夕より、見当織障害、下痢発現し、徐々に増悪したため、救
a搬送され、入院。本剤中止|
賠現日不明だが、異常行動の発現あり。
lE用開始から8日日、症状が徐々に緩和。退院。

03/04/01,■p摯
新規報告

じ~U′UU′933

(B01-01086)

女性 ,1顧 ZUmg ヲFビリン系悪冒剤
塩酸アンプロキソール
ポビドンヨ=ド
リン酸ベンプロペリン

L体 温

撃動性めま
しヽ

侵
復
回

回

インフルエンザと診断し、ザナミビル本和物投与。段与開始2日目夕方、
体温下降(34.8℃)、悪寒、めまい出現。投与開始3日日、本剤吸入30分
後位から体温下降するため、本剤中止。その後も35℃～35.0°C位で悪′
寒とめまいが持続。

尾常以外-39

12850 女性 ;2月ロ 20mg 太神 I●El復 段与開始日、失神発現。 異冨以外-40

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年 12月)から平成21年 3月31日まで)

B-07UU90Zl

(B0002502)
雑 32歳 `umg 」ヤンノロノエンアトリワム

′′`ミピド
'トピリン系感冒剤

1 口`性運動
た調

日 置 インフルエンザA型とF断され、サナミビルボコ罰残与開贈。里日、層熙
するもめまいが発現.投与3日日、インフルエンザ様症状消失し、本剤中
止.その後、めまい消失。神経学的検査では指鼻試験により両員の測定
障害が示された。両手の協調運動障害も明らか。ロンベング検査陰性。
症状、所見は小脳失調症を示した。本剤中止6日後、全ての神経学的症
状消失。脳MRI検査正常。

異常以外-41

3-07010498 女性 32● 10 mg コ燿『糞

コ内炎
整肉炎
コ腔粘膜び
らん
離粘膜障害
籠=

曖
快
快
快
快
快

Ｅ

隆

隆

隆

隆

隆

インフルエンザにて、ザナミビル水和物処方。投,3日 日、古の運和鬱、
離の違和感、口角の痛みあり、本剤吸入中止。翌日、頭痛、口内炎多
賠。

異常以外-42

303-01557 女性 5′月E 20mg クラリスロマイシン
イブプロフェン
ヒベンズ酸チベビジン
ピフィズズ菌製剤(4)
塩酸セフォチアム
塩酸セフカベンピボキシル

D=い 懸 ヨ覆 インフルエンサB型で、ザナミビル水和獅 t与。理与3日日、ふらつき、ヨ
欲不振、咽頭発赤`投与5日日、嘔気.本剤投与中止。投与中止3日後、
注視方向性の眼撮をみとめた。投与中止9日後、めまいは回復。

異冨 以外
-43

3-0201505 女性 〕8● 20mg ロキソフロフェンナトリウム つまい 禾回復 目号 =日 、の ま い発 現 。 異常以外-44

3-06025745 男性 〕9● 日早 三 ↑ 明 アセトアミノフェン てんかん
異常感

復
復

コ

コ
インフルエンザA型と診断され、ザナミビル水和物服用開始。投与4日
日、気分が悪くなり救急外来。救急搬送中にてんかん様症状(眼球上向
き、四肢硬直あり)があつた:

腱帯 以 外
-40

B-07008101

(80102102)

男性 33麟 20mg 床寛 異 軍 回復 インフルエンザと診断され、ザナミビル水和物投与開始。投与2日後、味
党の異常が出現し、本剤服用中止。投与中止10日後、味覚異常はほぼ
回復。

民冨 以 外
‐46

302-07176 男性 45歳 20mg ベシルロアムロジビン
ニセリトロール
レポフロキサシン
メシル酸ベタヒステン
ロキソプロフェンナトリウム
フアモチジン

手足のしび
れ

隆快 インフルエンサで、サアミビル不相物H与 .破予4日日、キ足のしひ7Lか
発現。

異常以外-47

3-08027679 女 性 45ロ υ mg 漱′D

意識レベル
の低下

覆
復

回

回
インフルエンサと診断され、サナミビル水和初か処万された。
!回収入後、吐き気がし、ベッドから落ちても気づかないほど意識がもう
ろうとした。

〕3/04/011■口千
析規報告

ザナミビル水和物



誦 脚 霞幣瑚 鶏 雛 辮 雪訃
硼瓢年蜘D

方。同日、昼、夕、本剤吸入。深夜、日を開じると灰色の矢印が下から
飛んでいくのがたくさん見えるといつた幻覚が発現。開眼すれば見

体温37.8度あり受診するが、インフリレエンザ検査陰性。翌日、再度受
し、B型インフルエンザ陽性と診断され、ザナミビル水和物処方開始。
日日、朝、本剤吸入後、2回失神が発現。同日夕、本剤吸入.
日目朝、本剤吸入後、失神発作にて転倒し、頭部打撲。脳検査等

臭化水素酸デキストロメトルファ
服用3日日、夕方、本剤吸入。本剤吸入8時間後、就寝。体温36.5度。同
日、本剤吸入11時間後、睡眠時、幻聴発現。体温36.5度。

、37.7℃の発熱、頭痛にて、受診`検置にてインフルエンサA

ザナミビル水和物処方.同日、服用開始。
より気分不良となる。意識が臓籠(1～2分後)となり倒れ

うつ伏せの状態で、嘔吐を伴う.呼名により返事あり。吸入約30分
、意識混濁の状態のため、救急搬送され、救急外来到着。吸入約40
、立って歩くこと力ぐ可能となり、帰宅。
後も身体がだるく、2～3日は横になつていた。

ラベプターゼ
ズレンスルホン酸ナトリウム・

化水素酸デキストロメトルフア

ン酸オセルタミビル

ン・アスコルビン酸配含剤

ていき、投与開始3日目には鼻閉感あり、嗅覚消失。本剤中止後、右
側のみ回復し、左側は未回復。   ´

ツロプテロール
モンテルカストナトリウム 日日、本剤を吸入するも、幻党の発現なし。

日3日日、本剤入後、再度動物が見える幻覚が発現したため、自己判
こて、本剤中止。体温38℃あつたが、解熱していた。

ベンズ酸チペピジン
セトアミノフェン

ンフルエンザと診断され、ザナミビル水和物処方。同日、服用開始。
t用3日日、朝、夜、本剤吸入。夜、寝つく前に幻覚発現。完全に寝付く

用4日日、朝、夜、本剤吸入。夜、再び寝付く前に幻覚が発現。本剤、
黄湯服用中止。
服用開始から5日日、夜、幻覚の発現なし.

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年 12月 )から平成21年3月31日まで)

3-03012403 質E 79H ZU mg ベンテルヒドロクロロチアンド・レ
セルピン配含剤
マレイン酸フルボキサミン
シンバスタチン
ファモチジン
アズレンスルホン酸ナトリウム・

L―グルタミン
酸化マグネシウム
フルニトラゼパム     ~
ニコチン酸トコフェロール
アロプリノニル
ナブメトン
フェンジゾ酸クロペラステジ
塩化リゾチーム

幻寛 回復 インフルエンザA型の診断、ザナミビル水和物撃与。減与開贈4日日■`ら
5日目まで幻覚出現したため、全ての薬を中止。中止後より落ち着いた
様子だが、まだ少し興奮気味。

民7以 外
-49

3-08028843 女性 30歳 ZO mg 町皿 稲 症

臓妄
隈戦

明
明
明

下

不

不

瞑族がインフルエンザを罹患したため、予防投与としてザナミビル水コ
物を吸入。
本剤吸入3回日、低血糖症状が発現。また、地震は起きていないのに
「地震や」と言つたり、足が震えたりした。

〕3/04/011■ 口摯

析規報告

B-0802 男鷹 〕4ロ ιυ mg 陪曇

陽叫
早動性めま

早動性めま

異常行動

恒
復
明
明
復

劇

コ

不

不

コ

サナミビル水口物胆用1日日、不司1回日収入候、ふらつ言、の事い"

現。
服用2日日、ふらつき等の症状が強くなり、せん妄、咆嘩がみられた.
36℃台に解熱しても、本剤吸入後は暑れたりしたために、かかりつけの
精神科を受診。肺炎を併発し、点滴治療。せん妄状態。
服用3日日、精神科受診。せん妄状態。
服用4日日、本剤中止.
服用開始から5日日、改善が見られず入院。リン酸オセルタミビル、ラマ
ル酸クエチアピン、リスペリドン、シロドシン、セフピロム、補液等、精神利
領域を中心とした治療を開始。
HE用開始より12日目 せヽん婁は消失し、その後、退院。

)3/04/0111輌|
析規報告

3-08026807 不明 !0歳未満 投与量不明 覚
聴

口

幻
明
明
↑
不

ザナミビル水和物吸入後、壁が追つてくるような幻寛や幻聴がある。
以前から熱が高くなるとそのような症状が出てきていた。
今回、本剤吸入後に同じ症状が出ている。
本剤を吸入したら幻覚などの症状が出た。

Ю/04/01以降
断規報告

3-08026608 女性 不明 段与 三 不 明 睡眠時麻痺 小明 インフルエンザにてザナミビル水和物処方。         ‐
本剤吸入後、すぐに金縛りになつた。それ以降、怖くなつて、本剤を吸入
していない。

謁/04/011ス陣
断規報告

14C 3-08027369 男性 不明 段与量不明 現 回 u見 理

森
額面神経麻
暉
鱈面 務

回 侵

回復
未回復

サナミビル水和物胆用5日日、不剤吸人約30分曖、日、■の周りにしひ
れ、顔の右半分のみの麻痺が発現。
しびれ、麻痺は治まったが、ズキズキする痛みが残り、右半分だけ枕に
顎もつけられないほどである。

D3/04/01以降
断規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(販売開始(平成12年12月)から平成21年3月31日まで)

じ
~tlUυ
ZU」4′ ↑ 明 ↑ 明 薇 号 =↑ 明 聰倒

・転落

多汗症
意識レベル
の低下
浮動性めま
い
臓妄

明
明

明
明

明

↑
不
不

不

不

一

字硬で発熙.サナミヒル水和物処万.摘屍にて日明を受:7ra~から収入し
ていた直後、倒れ、汗をかき、意識が朦朧とし、めまいが発現。「早く帰ろ

う」といつもと違う口調でうわごとのようなことも言つていた。倒れた時に、
隣に母親がいなかつたら頭を打つていたと思う。しばらくして回復し、その
後は食欲もあり平気。
医師に本剤を続けるほ加 ]のか相談立ると、夜alfた方がいLLと言
われた。

)3/04/0111『季
析規報告

1 4 3-03029028 男性 不明 ιυ mg 寛
視

り

幻
快
快

騒

陸
インフルエンザのため、ザナミビル水和物処方。同日、幻寛、幻視が発現。
猥用2日日、受診。リスペリドン処方し、幻党が続くようなら服用するよう指導。

)8/04/0111口摯
析規報告

3-08029203 男性 下明 段与量不明 口爾 '日矢 不明 テナミビル水和物初回吸入後、しはらくして言減がなくなり釈思職透され )3/04/01ルス『肇
薔規報告

14“B-0803C1415 男性 不明 隣与重不明 KJ見 回復 インフルエンザ診断時の体温39℃。
壁が透き通つてとなりが見えるといつた幻覚が発現。幻覚発現時の体温
〕9℃。

)3/04/01"スr4・
訴規報告

ザナミビル水和物



異常な行動が記録された事例以外の精神神経系症状事例の追加調査結果
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異常な行動が記録された事例以外の精神神経系症状事例の追加口査結果
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異常な行動が記録された事例以外の精神神経系症状事例の追加■査結果
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異常な行動が記録された事例以外の精神神経系症状事例の追加調査結果

ザナミビル水和物



異常な行動が記録されている事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)

平成21年6月16日安全対策調査会

資料8-2-1

平成21年 6月 3日タミフル臨床WG

資料6-2-1

399-18560 男性 ロ アミノフィリン
セフトリアキソンナトリウ
ム
ツロブテロール
塩酸シプロヘプタジン
塩酸アンプロキソール
アセトアミノフェン
メフェナム酸

薔 辱 暉 吾

搬戦
意識レベルの低
下 ―
不眠症
錯乱
易興奮性

」優 A型インフルエンザで全身状態が悪く入院。壇醸アマンタシンなど投与開始。
翌早朝から、悪寒あり。意識は清明。その後、上肢のふるえ、全身倦怠感あ
り、本剤投与中止。年後、それまで眠っていたが急に興奮してベッド上で曇れ
まわる。訳のわからないこともいつている。夕方、落ち着く。

民7-1

B-07009393

(002-4656)

=E 〕1日購 フアロペネムナトリウム
フラリスロマイシン
流酸セフピロム

1胃副 厚 音

言葉もれ
運動過多
好中球減少

」侵
コ復
コ復
コ復

インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン内服開始。
服用3日日、夕方より計算の低下を認める。
服用4日日、学校で朝礼中に角の方へ突然フラフラと歩く。帰宅後口腔内に
異物をくわえている。
情動失禁、多弁、多動見られる。
翌日、本剤中止。
投与中止2日日、情動失禁、飲酒時様の多弁・多動認められる。
投与中止4日日、情動失禁、多弁・多動は回復.発熱なし。

民■青~Z

B-070 1

(C02-972)
女性 10ロ メフェナム酸

ヒフジニル
じ口鍵谷嵌態 騒快 服用1日日、発熱あり、塩酸アマンタジン投与。

服用2日日、深夜.41.8℃の発熱。家や部屋をぐるぐる歩き回る。幻視を伴い
異常言動あり。入院。
服用3日日、意識清明となる。

異常-3

B-06026877 男性 12蔵 アセトアミノフェン 民軍 行 動 回復 インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン投与。4時間後、自宅2階へ上が
り、ベランダの柵に足をかけ飛び降りようとしていたため、家人が引き止め
た。その後本剤服用しているが、異常行動はみられていない。

異常-4

5 B-07003835 男性 :3歳 ″マト/ミ′ノエン 異常行動 コ復 インフルエンザA型陽性にて塩酸アマンタジン処方。同日夜、390度、熱さま
しシートを頭にはった時、シートにバイ菌がついていると言つてはぎとり、しば
らくボーとして家の中を歩きまわっていた。その後就寝。投与2日日、異常行
動はみられなかつた。

異常-5

3-07024395 男性 10歳代 i0mg

塩酸エビナステン
レポフロキサシン
トラネキサム酸
セラペプターゼ
塩酸アンプロキソール
d―マレイン酸クロルフェニ

ラミン
アセトアミノフェン

罠常行動
切覚

明

明
不
不

塩酸アマンタジン服用1時間後に、よくわからないご聞き取れないことをいい
出し、幻覚が起こつた。飛び跳ねてどこかに行こうとしたため母親が抑えよう
としたが、抑えきれず、父親と2人でも抑えきれなかつたため、救急車を呼び
入院。検査内容は不明だが、異常ななかつたとのこと。

異常-6 `∞3/4/1以降
日加報告

3-00008303 男 性 7● リン酸オセルタミビル 目殺既遂 死 = なセルタミビル服用し、2時間後に裸足のまま国遭に飛び出しトラックにはね
られ死亡。
患者はオセルタミビル処方前に塩酸アマンタジンをBE用していた。

異,需-7

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)

B―U7UU9707

(C03-2033)
男性 〕8麟 マレインロフルホ千サミン

セフジニル
盤酸アンプロキソール
験化マグネシウム
ロ咳配含剤

晴昴状憑

うつ状態
復
明

コ

不 出″』室協駐いなX鷲 勇r駅理曜寵星降が出‐ヽると
響ま鷹読瓢 霜鶴酢]躍競榊れを受診。急に外へとび
出そうとする等がみられたことから、入院となる。

異常-8

B-05001691 男圧 〕1歳 ニトレンジビン
フロセミド
アロプリノール
塩酸タムスロシン
アスピリン
ファモチジン
酪酸菌配含剤
エチゾラム

態状

醒
覚
乱

属
切
諸

侵
復
復

馴

コ

コ

型ヽインフルエンザのため、堀酸アマンタジン服用開始。
段与2日日、夜間に部屋の中を歩き回つたり、自傷行為をした。

段与5日日、本剤投与中止。その後徐々に回復。

異1,-9

398- :8236 女性 )9歳 ・/アセ′ヽム
スピロノラクトン
シルニジピン
塩酸プロピベリン
ジゴキシン
アルフアカルシドール

易興 IE

諸乱
り覚
不安
陣語
言葉もれ

先 E アマンタジン投与開始5日日、日がらんらんとして興薔状態になり幻冤症状に

よリベッドの下をのぞき込む動作が何度も見られた。
投与7日目朝、ベッドの柵をはずし、たちあがつたり、不穏状態。

投与8日目朝、ベッドから転落、顔部裂傷・打撲、右手打撲。

装言:間 勇 fズじだ曽&振桟嘉劃'3雇 鵬['茫盤:なさんだり、体動が

激しくなつて、独語が多くなる。
投与11日日午後、多弁、ベッド上体動が激しい。本剤投与中止。

投与中止1日日の早朝も入眠せず体動が多い。
投与中止2日目の朝、多弁で体動が活発、ベッドから降りようとする。

送月1聟竃粋婚甜換襲緊 '1翻搬鴨品ご麟″
アノーゼ著明。3時間後、永眠。

異常―

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例の追加調査結果

平成21年 6月 16日安全対策調査会

資料8-2-2

平成21年 6月3日タミフ

資料6-2-2
拿:饉翻 黒協:l認 馴誘誌圭:霧

l t , 7 ? > t i >



塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の集計
平成21年6月16日安全対策調査会

資料8-2-3

平成21年 6月3日タミフル■床WG
I資 料6-2-3

歳

代

代

代

代

代

代

代

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

２

３

４

５

６

７

7歳か ら9歳
10歳か ら12歳
13歳か ら15歳
16歳から18歳

％

％

％

％

０

０

０

０

２

２

２

１

塩酸アマンタジン



2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

儡
嘔
嘔
幅
噺
幅
鰯
鰯
鰯
酬

１

３

　

　

　

１

１

１

　

２

１

1998-1999S/‐ ―」ベン

1999-2000t/― ラヾ )/

2000-2001:/‐―ジで)/

2001-2002:/い―ジで)/

2003-2004:/‐―ラでこ/

2004-2005S/‐―ジでじ/

2005-2006S/,一 ジでし/

2006-2007:/‐―ジでじ/

塩酸アマンタジン



一
　

‘ 塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の集計

1日

2日

3日

4日

5日

6日

1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満
3時間以上4時間未満
間以上5時間未満
以上6時間未満
以上12時間未満

12時間以上24時間未満
時間以上48時間未満

１

１

２

１

０

３

１

１

２

１

30分以上1時間未満
1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満
3時間以上4時間未満
4時間以上5時間未満
5時間以上6時間未満
以上12時間未満

塩酸アマンタジン



塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の集計

37度台
38度台
39度台

0%
25%
50%
25%
0%

か ら12時まで

12時から18時まで

分以上1時間未満
1時間以上2時間未満
間以上3時間未満
時間以上4時間未満
時間以上5時間未満

０

０

０

０

１

０

塩酸アマンタジン



塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の集計

塩酸アマンタジン



30分以上1時間未満
1時間以上6時間未満
6時間以上24時間未満

異常な行動
に′の発現あり

1)症状の持続症例

塩酸アマンタジン



塩酸アマンタジンの異常な行動が記録されている事例の集計

塩酸アマンタジン



議 冗型鋸雛 臨淵 常響 棚 管奪饗艦 籠機。
平成21年 6月16日安全対策調査会

資料8-2-5

平成21年6月3日タミフル臨床WG

資料6-2-5

1 '01‐3885 =饉 10ケ月 エリスロマィシン 嫌機
吐
摯

不

Ｅ

Ｌ

」覆 壇酸アマンタシンを昼頃服用.夕方に嘔吐発現.夜に痙摯発現。
翌日平常に戻つた。

異常以外-1

301-8917 男性 1 歳 嗅眠 隆快 インフルエンザA型陽性、B型陽性のため、塩酸アマンタジンの投与開始。
投与3日日、朝より傾眠傾向あり入院:投与5日日、本剤中止。
投与中止6日目ほぼ完全に覚醒。

翼常以外-2

302-8872 女性 1蔵 咀霞シフロヘフタ・/ン
ラクトミシ
臭化水素酸デキストロメト
ルファン

E臓 レベルの低下
自白 街:皆着(朧 鶴鋼鷹二:紹胴鷺牡

投与中止1日後。3日後、意識障害、顔面着白が発現。

異常以外-3

4 B-07000484 男性 歳 フラリスロマイシン
塩酸ツロプテロニル
ンロブテロール
アセトアミノフェン

巨識変容状態
室攣
同激無反応

侵
復
復

馴

コ

コ

インフルエンザにて、塩酸アマンタジン投与開始。本剤服用1時間後、急に
泣き出し、痙攣を起こし、名前を呼んでも反応しなかった。
翌日、朝本剤内服し、1時間後、同様の症状有り、本剤投与中止。
その後、意識障害、痙単なし。

醍常以外-4

|

399-19982 女性 2廣ヨ已 昼餃セフカベンピボキシ
lレ

ニベンズ酸チペビジン
bルボシステイン
負酸プロムヘキシン

圧
摯
踵

室
隆快 インフルエンザの診断でアマンタジンを投与。

投与開始2日日、15分以上の痙摯出現。入院。以後ずっと入眠しており脳症
を疑う。
本剤中止し、翌日、頭部CTにて榎塞像あり。3日後、開眼するようになる。
投与中止8日後、徐々に歩行出来るようになる。

翼常以外-5

300-2213 女性 2蔵 ヒベンス酸テベビジン
塩酸シプロヘプタジン
塩酸プロカテロール
カルポシステイン

璽摯 隆快 A型インフルエンサで堀酸アマンタジンなど投与開始。
投与6日日、解熱。その後、けいれん出現ご

異常以外-6

D02-8261 女 性 2歳 嗣代性痙攣 コ復 インフルエンザA型と診断し、堀酸アマンタジン投与開始。
その夜、強直性・全身性のけいれんが約30分持続した。
その20分後、救急受診。末梢のチアノーゼあり。

異常以外-7

002-9348 男性 2歳 血中クレアチンホ
スホキナーゼ増加
浮動性めまい

隆快 インフルエンサAと診断され、アマンタシン処方。
投与2日日、アマンタジン内服したが、直後に嘔吐があったため、2時間半後
に再度内服した。夜には解熱し、元気が出てきたが、立つと痛がり、歩行で
きず。
投与3日日、ポーっとしていることが多く、近医を受診。ふらつきも認め、本
剤中止。
投与中止2日後、起立時、開脚時の痛みは消失。つかまり立ち可。
投与中止9日後、ふらつき消失。

異常以外-8

塩酸アマンタジン



搬 撃臨 臨淵常響 棚 螢奪饗艦 籠躁。

9 000-1834 栞 圧 3離 ホスホマイシンナトリウム
メトクロプラミド
セフジニル
フマル酸ホルモテロール
塩酸シプロヘプタジン
ヒベンズ酸チペビジン
塩酸プロムヘキシン

ほ巨レヘルリ憾 ト
宿質代翻障害

回復 元 熙 、啄 、履 踊 寺 あり、■ ロ アマンタツンなど破 与 開 贈 。

投与開始4日目。午前、前日夕方よりぐつたりしており、傾眠傾向で夜中にミ
ルク150m:飲んだだけとのことで、インフルエンサ

゛
脳症疑

いで、病院へ搬送入院となる。入院時血糖67mg/J、尿ケトン体(+++)であっ
たが、入院時は意識清明で、CT,EEG異常なし。ケトン性低血精の疑いと診
断。
投与開始6日日、本剤投与終了。
投与終了2日後、昼.急に暴れだし、尿失禁後昏睡状態になる。その15分
後、来院。傾眠傾向、血精25mノdで入院加療となる。精液静注後、意識障
害計姜^

異常以外-9

1 C00-2573 男性 3顧 ストレフトキナーゼ、ストレ
プトドルナーゼ

顧蔵 凋 夭

薔白
末梢冷感

J復 発熙あり、堀酸アマンタジンの投与開始。
投与開始2日日の夕方 本剤服用1時間後 顔面着自となる。四肢冷感を伴
うが、意識は正常。その1時間後、回復する。         ,
投与開始5日日の朝 本剤服用。昼、顔面着白となり眠り出す。たたいても
おきず、応答なし、四肢冷感も伴つた。
その後、近医を受診。徐々に顔色回復し、眼はさめた力くもうろうとしていた。
四肢冷感消失。夕方 正常に回復した。

異常以外-1

301-1290 男肛 31日電 熙E痙 軍 回復 発熱あり、インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン処方。
本剤1回服用後、けいれん発現。けいれんはすぐに治まる。

異冨 以 外
-11

301-1302 男 性 3日E カルポシステイン
塩酸アンプロキソール
J―マレイン酸クロルフェ
=ラミン

意識レベルの低下
眼筋麻痺

四 優 インフルエンザと診断され、塩酸アマンタジン服用2時間後に意識障害。眼
鶏麻痺あり。
その30分後には意識清明となる。
蜜日患者は、昨日のことを覚えていなかつた。

異常以外-1`

003-741 男性 痙摯 軽 快 発熱のため姉が内服していたアマンタジンを親の判断で服用させた。
翌日、1点凝視、ポンヤリとしたけいれんを認める。
翌々日、意識鮮明。

異冨 以 外
-1(

! 3-0′ 00′023 女性 3歳 /ミノフイリン
ジアゼパム

今瑠 ′
リン

入 贈 障 吾

脳症
後 遺 症

後遺症
38度 の発熱。興奮気味で多弁となつた。
発熱が3日間続き、活気なく、傾眠傾向あり。インフルエンザA型陽性。脳波
検査、頭部CT等によリインフルエンザ脳症と診断し、塩酸アマンタジン投与
開始。
投与2日日、解熱するも、会話成立せず、反響語のみ。
投与3日日、MRI画像にて、異常信号あり。

異常以外-1`

1 301-2067 女性 ;辰嗣E 乳 稲

アセトアミノフェン
幻覚
隋動障害

回復 インフルエンザA型と診断し、塩酸アマンタジン処方。その夜、幻党、情動障
害出現。その2時間後、受診するも意識清明、神経症状なし。

異常以外-1:

1 3-04026544 男性 :鵬月t ヒベンス霞テベビツン
塩酸アンプロキソール
塩酸シプロヘプタジン

η冤
贈乱状態

明
明

下

不
インフルエンザにて、塩酸アマンタジン投与開始。
投与2日日、幻覚、錯乱の症状があらわれた。

異常以外-1(

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)

1 3-05001694 男性 `歳 夢
党
轟

幻
明
明
不
不

インフルエンザに対して、■酸アマンタジンを1回だけ破与。
2カ月経過しているが、夜に変な夢や幻覚をみることがある。

異常以外-17

1 3-07000483 男性 5歳 クラリスロマイシン
塩酸ツロブテロール
ツロプテロール
アセトアミノフェン

じ誠 翼 谷 覆 態

閣覚
恐怖

復
復
復

コ

コ

コ

型ヽインフルエンザに対し、塩酸アマンタジンを版用し、1時間後、急に目を
贈まし電灯を怖がり大泣きした。投与2日日、本剤内服後に同様な症状が
みられたため、投与中止。
その後、意識障害、幻覚なし。

異常以外-1〔

1 〕99-19973 男 性 '日E 7ラリスロマイシン 寛
戦

口

晟
コ復 インフルエンザとの診断で、塩酸アマンタジン処方。

その日の夕方、手指振戦、脈絡のない言動出現したため入院.意味不明な
発言を認め、意識障害あり。本剤中止.
翌日夕方ごろまでは意味不明の言動が見られたが、その後は認められず。

異常以外-1(

303-327 男性 5歳 昼酸アンフロキソール
ニベンズ酸チペビジン
塩酸シプロヘプタジン
アセトアミノフェン
テオフイリン
昼酸ツロブテロール

口聴 軽快 インフルエンザが疑われ、塩酸アマンタジン処方。
投与2日日、会話内容がおかしくなり、意識もうろ状 態となり受診。本剤中
止。
投与中止1日後、昼頃まで会話に疎通性がなかつた。その後、意識状態清
明。

異常以外-2(

3‐04010015 男狂 5歳 アセトアミノフェン 彊姜 回復 発熱あり、インフルエンサで、塩酸アマンタシン処万.同日夜 けいれんあ
り。
投与2日日、朝、日は開けているが、寝ぼけたような様子で意味のわからな
いことを話していた。手を上に上げて動かすなどの行動も見られた。また、
:+:、翡′.基硼 力1-■日爆^爺 伴バ鳳 ■ 燿二,日日日略け爺‖ロニ翡

異冨 以外 -21

C99-19976 男性 う歳 ヒフアクロル
=ベンズ酸チペビジン
ウルボシステイン
塩酸シプロヘプタジン
アセトアミノフェン

匡摯 證駅 踊床症状からインフルエンサと診断され、堀酸アマンタシン処万。
日 本剤内服後仮眠し、その約3時間後覚醒し、上肢硬直、口唇をかんで、
眼球前方固視する。呼びかけに応答なかった。
その後受診。意識清明、髄膜刺激症状なし。CT異常なし。本剤投与中止。
その後はけいれん、せん妄など認めず。

異軍 以外 -2 2

302-973 女 性 〕歳 ジアゼパム
カル′`マゼピン

じ識レベルの低下 騒快 インフルエンザA型のため、塩酸アマンタジンの投与18時間後、応答が鈍い
ため入院。
翌日、意識清明となった。

異常以外-2(

302-1168 女性 6歳 堀醸シフロヘフタ・7ン

塩化リツチーム

臭化水素酸デキストロメ
トルファン
di…塩酸メチルエフェドリ
ン

回復 職II理 事 の跳 こ あり。

発熱あり、塩酸アマンタジン内服。約1時間後、1分間の持続痙摯、続いて嘔
吐あり。その後、受診し、意識混濁持続。
腱与2日日、傾眠。本剤の内服を続けるも痙攣なし。

異常以外-2と

塩酸アマンタジン



議 冗甥 臨 臨柵常響 棚 管撃饗艦 窯機。

視線合わず、呼びかけても反応しない。意識障害に気付づく。その後、
当院受診。意識やや混濁。うなずく動作は可能だが言語でず。全身の筋カ
下。本剤中止。
与終了1日後、夜中に小さなかすれ声が一言のみ出る。発声は徐々に増

セトアミノフェン

熙 め り、■ 殴 /マ ン アンン処 万 。

与2日日、全身強直性けいれんとチアノーゼ出現。本剤中止。
投与中止1日後、症状再発なし。

こ飲ませた。しかし、そのときも吐き、3回日でやつと吐かずに飲ませた。
用30分後、錯乱状態とより、暴れたため、受診した。
用1時間後、錯乱したことは覚えていなかつた。
日、何もなかったように落ち着く。

ンを服用した小児が発症後1-2日目にインフル

トアミノフェン

からインフルエンザと診断され、塩酸アマンタジン
日後の昼、同じ会話をくり返す。変な会話、幻覚あり、不安

夕、受診し、本剤中止。
投与中止3日後、会話のくり返しはなくなり、表情も眠気から醒めたように
しつかりしてくる。
投与中止6日後、自ら歩行するようになる。意識、会話はアマンタジン内服
前と同じ状態に回復した。

与2日日、顔色不良、ぐったりする。

:与1日日、両手をもがくよう:こしたり、視線が合わず、右方上位を凝視した
する。氏名、学年は答えるが、今日の日付には答えない。そあ後父親とは
スムーズに会話している。

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)

C02-4300 男 E 10蔵 セフテラムビボキシル
塩化リゾチ‐ム
メフェナム酸

幻寛 コ復 闘床09にインフルエンサとF断 され、颯ロアマンタツン孜与開珀。
投与2日日、幻覚、幻視が出現.1日に数回認められた。本剤中止。
投与中■1日後、解熱し、感冒様症状は軽快したが、その後も1日に1-2回
の幻視を認
めた。
投与中止10日後、上記の症状が持続するため、小児科を受診。明らかな神
経学的所見を認めなかったが、脳波検査中も幻視が出現した。

異常以外-3Z

302-9361 男 圧 :0歳 メト7ロ フラミド
プランルカスト水和物

シスキネツ…

錐体外路障害
到恒 インフルエンザA型にて、颯酸アマンタジンを処方。

投与3日日、昼、口腔内の痛み。夕、左顎下痛、後頚部痛出現。夜、夜間救
急外来受診。四肢の不随意運動が出現したが、ジアゼパム投与で鎮静化。
頭部CTで所見なし。

民吊 以 7「
-3こ

003-745 男 性 10歳 匡摯 隆快 発熱列 、インフルエンサの診断で嘔饉アマンタツン処万。
投与4日日、嘔吐、その後うつ伏せに倒れ、眼球上転、日から泡をふき強直
性けいれんを1分ほどおこし、救急搬送となる。車内で意識は回復したが、
ほ眠傾向がつづいた。
本剤中止翌日、意識清明となる。

異吊 以 外
-3`

3-05006431 女 性 10歳 塩酸アンプロキソール
アスピリン
d―マレイン酸クロルフェ
ニラミン
アセトアミノフェン

恵諄レヘルの18,
幻党

回復
回復

型ヽインフルエンザにて夜から塩酸アマンタジン投与開始。
翌日、20分ほど持続する幻覚、意識障害が出現。本剤投与中止。その後回
に。

異常以外-3〔

3-06026745 女性 10蔵 =ベンズ酸チベピジン
カルボシステイン
ンロブテロール

ムンフス

幻覚
明
快
↑
軽

インフルエンザA型にて塩酸アマンタジン投与開始。同日より目の調師陣署
賠現。

民帯 以 外
- 3 0

001-1124 男性 :2蔵 セフボドキシムプロキセチ
'レ

中Jfル アミド、アセトアミ
′フエン、無水カフェイン、
メチレンジサリテル酸プロ
メタジン配合剤
畠酸クロフェダノール

恵 置 消 夭

痙摯
J覆 発熱あり、インフルエンザと診断、堀酸アマンタシン投与開始。深覆、全身

痙摯発作が発現し、救●_搬 送された。点滴加療中、約30分、意識なし。約3

時間点滴で様子観察し、帰宅。

疑帯 以 外
-3

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)    ´

002-998 女 饉 i3康 スルビリン
奥化水素酸デキストロメ
トルフアン
塩酸アンプロキソール
セフアクロル
塩酸ジサイクロミン・水酸
化アルミユウムゲル・酸化
マグネシウム配合剤

E霞 レヘ ル の 倍 下

匡摯

●J覆 発熱あり、アマンタジンを処方。
夕方、処方薬を服用後、20-30分で痙摯様発作、日が自日となリショック様
となり、数分で消失した。本剤投与中止。

異常以外-38

001-2984 男E 14蔵 悪 性 狂 帳 群 回復 型ヽインフルエンザ脳FIと診断され、堀酸アマンタジンによる治療開始。
段与5日日、意識はほぼ正常になり、Cr値も低下したので、本剤終了。
段与終了1日後、突然発熱、意識障害が発現し、筋固縮が増強。
本剤中断による悪性症候群を疑い、塩酸アマンタジンを再度投与したとこ
ろ、発熱、意識障害、筋固縮は速やかに消失した。

議常以外-3C

B‐08029135 不明 J 児ヽ 不明 言葉もれ 不明

インフルエンザによる高熱にて、塩酸アマンタジン5日間服用.
lE用から5日日、インフルエンザは治ったが、もともと口数の少ない子供が
腱I「士`妊 オ ■■: , r J・n f . .

2003/4/1,スロ摯

断規報告‐

5-0500323′ 16歳 セフツトレンピボキシル
ソフアルコン
フマル酸ケトチフェン
プランルカスト水和物

ほ識レベルの低下
直摯

復
復

コ

コ
型ヽインフルエンサに対して、堀酸アマンタジン段与開始。
本剤2回日の内服後、約3時間後に意識障害と痙摯出現し、入院。
日波の検査:正常。

3-07001016 男 性 19晟 なし 意識消失
異常行動

馴 侵

回復
型ヽインフルエンザで、颯酸アマンタジンを5日分処方。
腱与2日日、時々意識がなかつた。
雙与6日日、ロープを購入するなどの異常行動が目立つようになった。
in自`MRI綸 春オス■・油盤堂鮨里螢かl

異常以外-41

〕02-3035 男性 27歳 ツクロフエナクナトリウム
塩化リゾチーム
セフジエル
シンナリジン

患 禾

浮動性めまい
小 明 嘔酸アマンタジン服用5時間後、悪寒とふらつきが出現。

本剤服用9時間後、再診。再診時には悪寒のみあり。本剤中止:

099-19981 女性 28臓 マレイン酸フルポキサミン
ロフラゼプ酸エテル
エスタゾラム
ジアゼパム
プロチゾラム

人 僣 陣 晉

精神症状
不明 E僣 陣署、不眠、日律神経失調症等のため通院加療中。

塩酸アマンタジン投与開始。
段与開始2日日、多重人格障害力ぐ発現。
段与開始3日日、母親と来院。以前より狂暴化していたが、人格は本人に
興つていた。

異常以外 4̈(

塩酸アマンタジン



椒 ダ手g翻籠譴掃島轟昇挙常異
精神神経症状事例の概要鮮齢旧
!0年11月 )から平成20年 3月 31日まで)

B-07010392

(C03-322)
男 性 29歳 肝霞ミテカマィシン

アスピリン・ダイアルミ
ネート

知 夏 迫 取

振戦
激越
落ち着きのなさ
失見当識
尿閉
昏迷
食欲不振
薬物相互作用

四置
回復
回復
回復
回復
回復
不明
不明
不明

麟i層麿暫ξ暫1:豪語よど巌爾君峻鷲協置竃踊露身
吹購朧であつたた

本剤中止後回復。

巽7以 外 -44

302-1500 女性 2 0蔵 代 アセトアミノフェン じ誠 レベル の 低 下 回復 インフルエンザA型に対し、塩酸アマンタジンを処方したところ、意識障害が
賠現し、救急搬送された。患者はその後回復した。

異常以外-4〔

異常以外-4(
〕02…1501 女性 20歳代 アセトアミノフェン じ誠レベルの低下 不明 fンフルエンザA型に対し、颯酸アマンタジンを処方したところ、意識障害が

た現し、救急搬送された。患者はその後回復した。

300-358 女性 セフジニメレ
メフェナム酸
塩酸プロムヘキシン
プロナーゼ
ポビドンヨード
ジクロフエナクナトリウム
麻黄湯

てんかん コ復 インフルエンザで塩酸アマンタジン服用開始。
段与3日目の夜、本剤服用3時間後と5時間後に発作発生。

尾7以 外 -47

B-04000316 女性 33日配 非ビリン系感冒剤(4)
セラベプターゼ
プラノプロフェン
塩酸ミノサイクリン
塩酸アンプロキソール
ポピドンヨード
餞咳配含剤(!)
桜皮エキス

霧要 隆快 インフルエンザと診断し、塩酸アマンタジン処方。
眼用5日日、誰妄症状発現し入院`インフルエンザ抗原キットによる検査陰
性。
猥用6日日、本剤中止。
猥用中止5後、請妄症状改善。
1風用中止i3日後、退院となるも軽い精神症状は持続した。

異常以外-4〔

: 12583 男性 マレイン酸エナラブリル
ペシル酸アムロジピン
フロセミド
サリチルアミド、アセトアミ
ノフェン、無水カフェイン、
メテレンジサリチル酸プロ
メタジン
塩酸セトラキサート
塩酸ロメフロキサシン

悪性症候群 軽快 慢性糸琢倅腎炎で外米通院中。
感冒症状あり、塩酸アマンタジンなど処方。
投与開始5日目より、手の振戦、異常感覚が出現し、本剤投与中止。翌日、
精神錯乱状態となり入院。
投与中止4日後、意識障害、筋硬直痙摯出現し、悪性症候群と診断される。

塩酸アマンタジン



移 行甥 臨 臨酬曽響 需 弊饗艦 籠躍。

003-519 女性 37日= コ千ソフロフエンナトリウ
ム

E識 レベルの低下 回復 インフルエンザと診断され、塩酸アマンタジン3日間内服。
投与終了3日後、異常言勁出現。
投与終了6日後、意識改善。  ´

異常以外-5(

5-U4UUじ ′30 男 性 〕9歳 暗乱状態 不明 インフルエンザの治療に本剤を1回処方。館乱発現。 異常以外-51

B-07009173

(C99-2517)

女 性 391[ 嘔霰セフカベンピボキシ

ル

セラベプターゼ
リン酸ベンプロベリン
非ピリン系感口剤(4)
エチゾラム
プロナーゼ
補中益気湯

,つ病 回 破 インフルエンザA型として塩酸アマンタジンを処方.
投与開始3日日、気分不良、うつ状態、食欲不振などの症状が出現し、本
剤申止。
その後も「自殺を考えた」などの症状があった。          `

異軍 以 外
-5`

300-152 女性 40歳 昼酸セ′″ベンピボキシ
|レ

盤酸クロフェダノール
スルビリン

碑職 症

う・DR
不明 発熱、咳、咽頭痛にて本剤投与開始。

議:籍確星ЪttET翼織珊譲t翻は 、
。
異常以外-5(

399-3537 男性 リン酸ジメモルファン
カルボシステイン
セラベプタ…ゼ

晏
覚
語

思
幻
独

馴 優 インフルエンサ
‐
の診断にて塩酸アマンタジンの投票開始。

段与開始2日目及び3日日の夜、幻覚、悪夢、寝言様のひとりごとを発する。
段与開始4日日、再診、本剤中止。

異常以外―"

〕99-1303 男性 ,8歳 クラリスロマイシン
ヒベンズ酸チペビジン
イブプロフエン

勁 ,雨

務痙縮
血尿
歩行異常
書妄

へ型インフルエンザを疑い塩酸アマンタジンなど投与開始。
段与開始5日日、語妄状態出現し徐々に悪化。
没与開始6日日、本剤投与中止。歩行困難、筋痙摯あり。
蜜日、意識状態回復傾向となり、その後は特に異常無し。

異常以外-5(

B-03010920 男性 ,3蔵 マレイン酸エナラフリル
ニフエジピン
オキサゾラム  ・
=コチン酸トコフェロール

回 復 インフルエンザA型と診断し、塩酸アマンタジン投与。
投与4日日、顔面、上肢の振戦が出現。本剤中止。
投与中止3日後、次第に振戦が強くなる。
投与中止7日後、突然、完全に消失した。

300-353 1 女性 35歳 ヒューマンモノコンポー7・
ントインスリン
塩酸ジラゼプ

ンス千 不 ン , 」 優 透 研 振 漱 甲 。

インフルエンザA型で、塩酸アマンタジン投与開始.
投与4日目、体の不随意運動あり。 食 事するにも振戦強く不自由。本剤投
与中止。
投与中止2日後、透析。その後も体のふるえがあるため、日常生活も不自
由、話すのもら、るえる。
投与中止9日後、透析後に血液浄化。その後しだいに体のふるえは改善。
投与中止27日後、ほぼ振戦は消失した。

異常以外-51

塩酸アマンタジン



異常な行動が記録されている事例以外め精神神経症状事例の概要(年齢順)
(インフルエンザの効能追加承認(平成10年11月)から平成20年3月31日まで)

3-07018469 女性 ,5歳 アセトアミノフェン
テプレノン

天渭
覚
Ｅ
臭

駅
快
較
軽

インフルエンザに対して、壇酸アマンタジン投与開始。
腱与3日日、解熱。食事の味、匂い感じなかつた。
翌日より服用中止し、味覚、嗅覚ともに徐々に回復。

醍冒 以外―馴

303-153 男性 71蔵 メナテトレノン
兜降炭酸カルシウム
アメレファカルシドール
=酸エビナスチン
ンロスタゾール

倒冤

歩行異常

書妄

回復 朧歌1じ症で加景中。              ｀
インフルエンザと診断され、塩酸アマンタジン内服開始。
投与6日日、幻覚、せん妄、歩行障害が出現し、徐々に増思。
投与7日日、アマンタジン投与中止.
投与中止2日後、全く歩行不能となったため.入院。

壼言串士:昌後:農蓑置語Lかに改善傾向となり、歩行可能となつた。幻覚
も消失。

〕03-1103 女性 73歳 メナテトレノン
究降炭酸カルシウム
刀レファカルシドール
ベシリレ酸アムロジピン

肛眠
妄

↑

議
慢性腎不全にて腹膜透析中。インフルエンザA型にて、堀酸アマンタジン投
与開始。
投与終了3日後、せん妄〈夜間のみ)、不眠が出現。
投与終了7日後、血液透析を行う。その後、寛解と再燃をくり返す。頭部CT
は、異常なし。
投与終了4週間後、血漿交換。せん妄はかなり改善。

異常以外-6〔

B-03010286 女性 ′U属露 リン酸ジメモルファン
フエニルプロパノールアミ
ン配合剤

失見当識
六脳姜縮

明
明

不

不

インフルエンサで堀酸アマンタジン投与開始。
段与3日日、意味不明の言葉を言うなど、見当識障害が発現し、本剤投与
中止。
家族の話では:状態が落ち着くまで約lヶ月近くかかつたとのこと。
また、服用のlヶ月前から軽い近時記憶障害があつたとのこと。

異常以外-61

C99-17282 女性 33月] 乱

想

暗

姜
回復 インフルエンサで、堀酸アマンタジンを投与開始。

段与5日日、妄想、錯乱をきたし、歩行困難となる。本剤投与を中止。
脳波に特に異常はみられなかつた。約3日後回復する。

異常以外-6`

塩酸アマンタジン



平成21年6月16日安全対策調査会

資料8-2-6

1年6月3日タミフル臨

資料6-2-6異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状の事例の追加調査結果
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異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状の事例の追加調査結果
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平成21年6月16日安全対策調査会

資料8-3-1

平成21年6月o日タミフ

資料6-3-1

タミフルJ卜使用症例の異常な行動が記載されている事例の概要(年齢順)(平成19年 3月23日 ～平成21年 3月 31日 までに入手できたもの

1 20070327 女性 8 不 明

ただし、タミフル未服用
走り回る 平成16年11月 12日、40度の発熱。

わけのわからないことを叫びながらリビングを走り回る。本人記憶なし。
翌日受診し、B型インフルエンザと診断される。

医療機関から
の報告

20070403 男性 9 異常行動 本年3月末。インフルエンザA型と判明。体が浮くような感じがしてベランダに登りか

けたところを家族が制上。

医療機関から
の報告

3 20070402 男性 不明

ただし、タミフル未月風用
転 洛 平成11年 1月16日、朝から約40度の発熱で、近医受診し、インフルエンサA型と診

断。
夕方、2階の窓から外へ転落。本人は窓の外に父がいると思いこんだとのこと。脳波

正常範囲。インフルェンザに伴う意識障害による異常行動。

医療機関から

の報告

2007040C 男性 アモキシシリン水和物
チペピジンヒベンズ酸塩
L…カルボシステイン
アセトアミノフェン

異常行動 本年3月25日。インフルエンザA型と判明。翌日夜39.9℃の発熱。急に起き上がり部
屋から出て、他の部屋へ出入りする。焦点は定まらず。意思の疎通できず夜中に3度

座り込み、実い出す。朝、本人は昨晩のことがほとんど記憶にない。

医療 機 関 か ら

の報告

5 20070424 男性 10 異常行動 部屋の中を走り回る。本人の記憶あり。
その後、インフルエンザ感染症と診断し:リン酸オセルタミビル処方するも、処方後に

異常行動の発現はなかつた。

医療機 関から

の報告

6 男性 歳１０

代
イブプロフェン

リン酸ベンプロペリン
カルボシステイン
インドメタシン
ロラタジン

外に出ようとし
た

本年3月25日 、高熱、咽頭痛、鼻水、咳あり。
翌日受診し、B型インフルエンザと診断。
翌々自、高熱にて解熱鎮痛剤の坐薬使用の2時間後、「追いつめられる」と叫び外ヘ

出て行こうとした。

医療機関から
の報告

7 20070327 男性 家から外に出
た

本年3月 1日、発熱。
「土が崩れる、天丼から砂が降る」など言いながら、家の外へ出て、道路に寝てい

た。
家族が連れ戻したが、覚えていない。
翌日受診し、B型インフルエンザと診断される。

医療機関から
の報告

タミフル非使用例



タミフルJ卜使用症例の異常な行動が記載されている事例の概要(年齢順)(平成19年 3月23日 ～平成21年 3月31日 までに入手できたもの)

8 20070328 男 性 葛根湯
アセトアミノフェン

アンピシリンナトリウム・ス
ルバクタムナトリウム

異常行動 本年3年22日 、B型インフルェンザの治療開始。
翌日に異常行動。今回はタミフルを服用していない。タミフルは過去に2回服用歴が

あるが、異常行動は認めていない。
(なお、担当医に事情を聞いたところ、異常行動としては、夜に飛び起きて走り回つた
との由。本人は記憶ないとの由)。

医療機関から
の報告

20070403 男性 ザナミビル水和物 寛 、異常行幻

動
本年3月22日。インフルエンザB型。1回目の吸入の数時間後、「誰かいる」など幻覚
症状出現(体温38.9度).2回日の吸入後、深夜、幻覚症状増悪。「外を見てくる」と

言つてベランダに走つて行つた。家族が取り押さえた(体温40度近く)。

医療機関から

の報告

2007040( 女性 ザナミビル水和物 越
妄
激
譜

ザナミビル水和物処方後、押さえ込まないと暴れたり、大声を出したりする。「死にた
い」「窓から落として」などと口走つたり、2階の窓から身を乗り出そうとするので、30分

間抑えていた。その後、ザナミビル水和物吸入しても症状の発現はなかつた。

医療機関から
の報告

2007040C 男性 異常行動 本年3月5日。夜に妙なことを言う。翌朝,30から発熱(39.2度)により、受診。臨床的
にインフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル投与したが服用せず。昼頃、おび
えだし、観察していたところトイレヘ走り便器に顔を突つ込むようなしぐさで「死にた
い」などと言つていたので親が制止した。

医療機関から
の報告

12 20070323 男性 飛び降リ
骨折

本年3月 12日、感冒症状で39度の発熱。
翌日、病院受診予定で、2階自室で就寝。「怖い人に追われる夢を見て」翌日深夜、
2階から飛び降り、左足関節外踵骨折。

医療機関から
の報告

13 20070330 男 性 市販の風邪薬 落
亡
転
死

自宅9階から転落し死亡。3月27日に医療機関搬入。日撃情報なく、転落の詳細不
明。死亡確認時の鼻腔粘膜検査にてインフルエンザA型陽性。発熱・上気道症状の

ため市販風邪薬を飲んだとのことだが、詳細不明。

医療機関から
の報告

20070403 男性 クラリスロマイシン
トラネキサム酸
L―カルボシステイン
耐性乳酸菌
アセトアミノフェン

異常行動 本年3月9日。インフルエンザB型。深夜、トイレに起きて別方向の窓(3階)を開けて
出ようとしたため、家人が押さえた。その後別の窓を開け、再び出ようとしたため、家
人が取り押さえ事なきを得た。本人はその時の記憶あり。

医療機関か ら

の報告

20070403 女性 アセトアミノフェン 異冨 行動 本年3月25日。インフルエンザA型と診断。夜、2階から降りてきて、道路に出て行こ

うとするので、家族が必死で制止し、なんとか押さえつけることができた。
医療機関か ら

の報告

2′タミフル非使用例



タミフル非使用症例の異常な行動が されている事例01既要(年齢順)(平成19年3月23日―

illlttillf[百 百1]I
61 20070410 男性

う
０ 異常行動

講妄

以前より誰かに追いかけられるような感覚を伴う怖い夢石見ることあり。

本年3月5日。発熱および感冒症状を認めたが、リン酸オセルタミビルを含む薬物の

処方は受けていなかった。翌朝4時過ぎより誼妄による怯え。また、その日の夜は平

素と変わらぬ様子で入眠するが、夜中、自宅(3階)より転落し、現場で膝を抱えて

座つて叫んでいる状態を家人が発見。本人に転落前後の記憶はなかつた。

医療機関から

の報告

７
′ 20070402 男性 塩酸ェプラジノン

塩酸アンプロキソール
d―マレイン酸クロルフエニ

ラミン
アセトアミノフェン
セフジニル
塩酸ツロプテロール

異常行動 本年3月7日夜より発熱38.5℃。迅速診断キッHこよりA型インフルエンザ陽性。本人

及び家族の希望によリタミフル処方せず。3月8日夜、39.8℃の発熱あり。突然走りだ

し、マンションドアより飛び出しエレベータまで行き、父と兄が強制的に抑えた.その

後1時間ほど興奮し、その後眠つた。翌日より異常なし。3月8日の行動について本

人は覚えていない。

医療機関から

の報告

18 20070412 男性 14 異常行動

悪夢

睡眠時遊行症

本年b月 15日、朝から38℃台の発熱で自宅にて安静していたが、36℃台になり登

校。夜0時前に就寝後、夢の中で何かに追いかけられ、それから逃げようと思い飛び

降りたら、それが現実だつた6本人が気付いたときは自宅の庭であつた。翌朝4時に

近所の人に発見され、救急車で搬送された。搬送時と病院到着時意識清明。体温

39,4℃。インフルエンザB(+)。右第2～4中足骨骨折あり。睡眠脳波、頭部MRI正常。

医療機関から
の報告

19 20070530 女性 14 一般用総合感冒薬 熱せん妄 琥 自前から38℃の発熱あり。「頭がボワーンとする」と訴えていた。市販の総合感

冒薬を内服したが著変なかつた。
入院当日夕方、頭痛あり。「頭がおかしい。ベッドから落ちそうな感覚。恐い夢をみて
ベランダから飛び降りそうになる」などの訴えあり。トイレに行こうとして玄関に出て

いってしまい、結局部屋にもどつた。‐時、ろれつがまわりにくくなつた。発熱、異常行

動を主訴に夜、救急受診した。受診時、40.6℃。ややボ
ーつとした感じはあるが意思

疎通に問題なし。座位、立位不能。「ベッドにじつと寝ていられない感じがする。ベッド

から落ちそう」と訴えるが実際は熱くなく冷感あり。夜入院し、輸液とザナミビル1日2

回吸入で経過観察となる。
翌日、深夜から早朝にかけて「うるさい」と叫ぶことが数回観察された。これ以降、異

常言動・異常感覚はみられなかつた。午前中には座位可能となり、この日は37℃台

後半であつた。
翌々日には解熱した。

医療機関から
の報告

までに入手できたもの)

3′タミフル非使用例



タミフル非使用症例の 常な行動が記載されている事例の概要(年齢順)(平成19年 3月 23日 ～平成21年 3月31日 までに入手できた

2C 男 性 14 アセトアミノフェン 飛び降り 本年3月19日発熱(38℃前後)し、持続するため翌日来院。少し倦怠感あるが、他に

症状無し。インフルエンザB型陽性。症状軽いため解熱剤のみ処方。
翌日朝、2階で寝ている患児がおらず、素足でうろうろと庭を歩いている。飛び降りた

瞬間に意識が戻り、ベランダのパイプに手をかけたことは覚えているが、どのように

落百西がTttEl罰=7工可薫 蔀雇で壁に頭石がんが万ぶ百1tたごとは記憶してい

る。けがは全くなく、昼には意識清明。その間、薬は解熱剤を含め
―切服用していな

い 。

横浜雨医帥会

による公表

21 20070328 男性 セフボドキシムプロキセチ
ル
アセトアミノフェン

塩化リゾチニム

飛び降り 本年3年7日頃、インフルエンザ疑い。
処方された薬を服用後、2階から飛び降りたとのこと。

医療機関から

の報告

22 20070329 男 性 アセトアミノフェン
ジメモルフアン
カルボシステイン
アモキシシリン
ペポタスチン

家から外に出
ようとした

本年3年27日 、B型インフルエンザで寝ていた本人が、深夜突然、むくつと起きだし、
上着を着て外へ出ようとした。家族が止め、5分ほどで落ち着く。
翌日、本人は覚えていない。

医療機関から
の報告

23 20070621 男性 7 一般用かぜ薬(内用)
一般用解熱鎮痛薬

異常行動 インフルエンザA型。
本年4月22日 未明、一般用解熱鎮痛薬服用。本人によると「(うつらうつらして)誰か

が2階から飛び降りたので、自分もそれを追つて2階から飛び降りた。飛び降りて我
に返つた。」。
左膝関節痛、腰痛、左頬擦過傷。骨折なし。

医療機関から
の報告

●
ι 20070403 女性

，
′ デキストロメトルファン臭
化水素酸塩水和物
アンプロキソール塩酸塩
イブプロフェン

降圧剤(詳細不明)
酸化マグネシウム

謂妥、激越 本年3月28日 .インフルエンザA型と判明。探し物をしてあちこちの棚を開け、制止し

臥床させても起き出して行動を始める。足下はフラフラしており、探し物をする手も少
し震えていた。話しかけても理解できない様子。

医療機関から

の報告

もの

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の追加調査結果 (年齢順) 平成21年 6月16日安全対策調査会

資料8-3-2
平成21年 6月 3日タミフ

資料6-3-2

1 年 女
性
走り回
る

2004/11/1` X Yes 発熱持

続中

熙 無 熙 無 無 わけのわからないことを叫びながらリピ
ングを走りまわつた。

2 J′1 0

D127

年 男

性
異軍行
動

2007/3/31 10:00 1 0hr 発熱持
続中

―郡有

浮く感じ:ま

党えている
力く、ベラン

ダに豊った
ことは覚え
τL かヽしヽ_

熙 熙 無 無 無 午前中から何回か体が浮くような感じ

を訴えていたが、夕方ベランダの方に
よじ登ろうとした

3 〕710 年 男

性
転落 1999/1/1( 16:30 X 20min Yes 碕熙

中
殖
続

熙 不明 不明 不明 熙 窓の外に父がいると思つて2階の窓か
ら外に出てそのまま転落。
一人で屋内に戻つてきたところを発見。
「父が窓の外にいると思つた」というの
は本人の記述。

4 0710

0180

年 男

性
異常行
動

( 1回目)
2007/3/25

(2回目)
2007/3/25

( 3回目)
2007/3/26

22:00

23:00

未明

０
０

０

１

２

３

l hr Yes (1)解熙

過程
(2)解熙

過程

( 1 )無
(2)無
ただし、両
親の名前を
聞かれたこ
とは覚えて
いる。電気
を消す前に
トイレに行っ
たことも覚え
ていたふ

騰 熙 騰 熙 ( 1回目)
急に起き上がり部屋からでる。2階の他
の3つの部屋のドアをあけて入つたり出
たりする。
(2回目)
寝ていたのに急に起きあがり笑い出
す。焦点定まらず。「今日は何曜日か」
と尋ねるが答えられない。「今日は日曜
日よ.明日は何曜日?」と尋ねると「土
曜日」と答える。何度か同じことを尋ね
るも、答えは「土曜日」である。「お母さ
んはどこにいる?」と尋ねると目の前に
いるのに、窓の方を指差し「あそこにい
る」という。
寝る前に両親の名前を聞いてみたとこ
ろ、きちんと答えること力ヽできた。
(3回目)
夜中に3口座り込み笑い出す。母親の
顔に自分の顔を近づけ変な顔をする^

１

４

７

４

1 年 男

性
異常行
動

2007/3/23 14:00 X 30min Yes 持熱
中
発
院

有 無 熙 無 無 無 発熙出現時に環の中を走り回る.

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の追加調査結果 (年齢順)

翠
号
螢
番
年
齢
数
値

年
齢

単
位

Ｅ
別
員 7不

行動
異写な竹コ発場弩副 就寝中

が杏か
(就寝
中:O、

就書申
じゃな
い :X)

就寝中
の場
合、就
眠時刻
から1発
現まで
の時間

絆

男
性
外に出
ようとし
f・・

2007/3/2,

年 男
性
塚から
外に出
た

2007/3/1 20:00 Yes 発熙持
続中

―
郡有 ↑ 明 不明 熙 廉 不明 「土がせまつてきた」、l軍が崩れる」、

「天丼から砂が降つてくる」、「うまる、う

まる」といい、家からでて道路で寝た。
3/5に本人に聞くと、家が崩れてきたの

は党えているが、外で寝たのは覚えて
いないとのことだつた。

8 年 男

性
異常行

動

2007/3/22 22:00 υ
　
　
・

Ohr 青熙
中
．

発
続

無 熙 熙 熙 腰 ヒびおきて走り出す

071C 1 年 男

性
幻覚、
異常行
動

( 1回目)
2007/3/2217:00

( 2回日)
2007/3/23午後

(1)0
(2)O

3)Yes

(2)Yes

(1溌烈
持続中
(2)発熱
持続中

無
無

有
6,7才 頃、た
まに就寝中起
きてワーッと泣
いて母親のと
ころべ来ること
あり。(発熱(―
)ヽ

有

(母親)

不 明 熙 朦 (1回日)幻覚 :指を示して「誰かいるJと
泣き叫ぶ。繰り返しあり。
(2回目)「自分が何人も逆立ちしてい

る」、「外を見て来る」と言つてベランダ
ヘ走りだした。

10 D71C

D 1 7 g

年 女

性
越
妄
激
臓

2007/3/4 14:30 O 30min Yes 持熱
中
発
続

有

(3才下
の弟が
40℃の高
熱で就寝
中に「こ

わいこわ
い」とうな
された程
度はごく
たまに
ふぅf‐_ヽ

熙 無 突然バ戸で叫んだ。l頭がぐ0ぐ0廻

る」、「気持ち悪い」、「窓から出して」、
「生きていてもしかたがない」といつて窓
の外へ出ようともがくので、抑制しなが
ら30分程度待つと徐々に沈静化。
Coolhgして状態(興奮)がおさまり再び
眠つた。

タミフル非使用例



:    タ ミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の追加調査結果 (年齢順)

〕71C

D19ワ

年 男
性
異常行
動

2007/3/5 15:00 X Yes 発熙持
院中

熙 服 何かにおびえているような状態で、母
親が注意して観察していたら、急にトイ
レにかけ込んで、便器の水に顔を突つ

込む仕草で「死にたい」などと言い錯乱

状態になつた。母親が制止した。

１

０

1 年 男

性
酔ひ
　
折

飛
り
骨

2007/3/12 130 0 Yes 膏熙
中
発
続

有 熙 不明 不 明 熙 本人によると、怖い人に追いかけられ

る夢を見て逃げようとして三階から飛び

降りた。

061(

374〔

1 年 男

性
転落
死亡

2007/3/21 21100 X ○ 不明 不明 熙 熙 熙 熙 熙 自宅9階から転落。心師停上し、死亡。

０

６

７

０

０

０

1 年 男

性
異冨何

動

2007 /3/9 1:00 X 0 百 トイレに起きて、トイレと別方向へいき、
3階の窓を開けて出ようとしたた。家人
が制止したが、こんどは別の窓を開
け、再び出ようとしたため、家人が取り
押さえた。
本人は異常行動時の記憶あり。本人日
く、「もし制止されなければこそのまま飛
び降りたと思う。」

０

８

０

０

1 年 女
性
異冨行

動

2007/3/26 21:50 不明 1 0min 不明 有 不明 不明 不明 二階から降りてきて、外に出ようとし
た。家族が抑えて阻止した。日をつり上

げ、咳も吐き、いつもと違う様子であつ

た。数分後鼻出血あり。その後に正気
に戻つた。

0710

0217

1 年 男
性
異7fT

動

識妄

( 1回目)
2007/3/6 4:00

( 2回日)

2007/3/7 0:30

(1)○
(2)O

(1)発
熱持続
中
(2)発
熱持続
中

(1)不明
(2)無

有
以前より誰か
に追いかけら
れるような感
覚を伴う怖い

夢を見ること
があつた。睡
眠時驚愕症と
いえるかは不
明。遊行症は
,il __

不明 無 無 (1回日)
「誰かが部屋にいる。」、「悪口を言つた

相手とその父親が自分を殺しにくるの

で死にたい」と怯えた表情で母に訴え
た。
(2回目)
3階の自宅より飛びおり、膝を抱えて叫
んでいた。

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の追加調査結果 (年齢順)

埋
号
壼
番
年
齢
数
値

年

齢

単

位

性
別中働一

異軍`行動発現時刻

岬識
辮

1 年 男

性
異 冨 何

動

2007/3/C 2:00 0 l hr 締
中
発
続

無 百

睡眠時縮愕
症:幼稚園の
頃より夜間睡
眠中突然起き
上がり「恐い」
と云う。あらぬ
事を云う場合
もある。すぐ覚
醒(2-3分間)

熙 無 突然走り出しマンシヨンの部屋を飛び
出しエレベーターの所まで行つた。家族
が強制的に抑えた。その後約1時間家
中歩き回り、自分が軍隊にいた様な話
をした。その後睡眠。翌日には意識
はつきりした。

1 0710

0265

1 年 男

性
異常行
動
悪夢
睡眠時
遊行症

2007/3/15 4:00 0 4hr YeS 爾熱
中
発
続

有 有

(小学校低学
年のとき、夢を
みて(おいか
けられるよう
な)逃げ回つ
l‐ヽ

無 無 無 夢の甲で1可かに退われ、夢たから天X

夫と思つて飛び降りた

1 奪 女
性
熟せん
妄

2007/4/29 16:00 X Y 発熙持

続中

有 熙 無 無 有

(タミフルを
服用すると
ボーッとす
る等の不快
感が生じ、
次の内服時
間の直前に
その不快感
が最も少な
かったとの
証言あり)

本人の証言::頭がおかしい」、!ベツド
から落ちそう」、「恐い夢を見てベランダ
から落ちそう」
家でトイレに行こうとして玄関をでそうに

なる。

0610

XXX

1

1 年 男

性
飛ひ眸
り

2007/3/23 6:00 O Y es 薔熙
中
完
腕

―
郡有

ポールにつ
かまって落
ちた時の記
憶ltふる1

熙 無 不明 熙 熙 2階から出て、屋根を歩き、飛び降りる
瞬間に意識が戻つて、ベランダのポー

ルにつかまつて落ちたらしい。

0610

3702

年 男

性
飛び降

り

2007/3/1 不明 不明 不明 不明 不 明 思者家族の友人の方によると、自宅の
2階から飛び降りた。

4′タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の追加調査結果 (年齢順)   ´

壼理

番号

年
齢
数
値

年

齢

単

位

性
別

異 7な

行動

異冨な行動発現時刻 瓢襄甲
か否か
(就寝
中:0、

就寝中
じやな
い :X)

就授甲
の場
合、就
眠時刻
から発
現まで
の時間

森     亜 れ
ていたようだと言うているのか?)

22 0610

3713

15 年 男

性
琢から

外に出

ようとし
た

2007/3/2フ 2:00 O 5min Ves 解熙迪
程

熙 不明 不明 不明 不明 不明 ムクッとおきて上活を看て外に出ていこ
うとした。

0710

1049

年 男

性
異7何

動

2007/4/22 2:30 0 持熱

中
発
院

無 熙 熙 外で呼ぶ戸がするので現が確認しに

行つたところ、外に裸足で息子が立うて
いた。自室の窓は開いていた。
本人曰く、「うつらうつらしていたが、誰
かが2階から飛び降りたので、自分もそ
れを追つて2階から飛び降りた。飛び降
りて我に返つた」とのこと。

0710

0063

年 女

性
語妥、
激越

2007/3/2〔 18:00 X 発熱持

続中

無 熙 無 無 熙 不明 さがし物をしてあちこちの棚をあける。
静かにしていられない。足のフラツキ、
手のふるえ

タミフル非使用例



平成21年 6月16日安全対策調査会

資料8-3-3

平成21年 6月 3日タミフ

資料6-3-3

タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計
1。年齢別

(注 :複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)

囁
吠
峨
嗽
嗽
嗽
嗽
嗽

１

１

２

３

４

５
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タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注:複数回事象が発現している症例は、1回目のデ
ータで集計)
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タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注:複数自事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)

病 日

1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満
3時間以上4時間未満
時間以上5時間未満
5時間以上6時間未満
時間以上12時間未満
12時間以上24時間未満
4時間以上48時間未満

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注 :複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)

1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満
3時間以上4時間未満
4時間以上5時間未満
5時間以上6時間未満
間以上12時間未満

8.異 常な行動の発現時の体温

台

台

台

台
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タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注:複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)

から12時まで
12時から18時まで

1時間以上2時間未満
2時間以上3時間未満
3時間以上4時間未満
4時間以上5時間未満

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注 :複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)
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タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注:複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計 (注 :複数回事象が発現している症例は、

の有無

1回目のデータで集計)

30分以上1時間未満
1時間以上6時間未満
間以上24時間未満

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計

19.異 常な行動等が発現後の投与を継続した症例の状況

(注 :複数回事象が発現している症例は、1回目のデータで集計)i

タミフル非使用例



タミフル非使用例の異常な行動が記録されている事例の集計

10

■
１

糞効細今相2 集計

解熱鎮痛消炎剤

アニリン系製剤
サリチル酸系製剤
その他の解熱鎮痛消炎剤
フェニル酢酸系製剤
塩基性直炎鎮痛剤____

去たん剤

システイン系製剤
その他の去たん剤
ブロムヘキシン製剤
植物性製剤

４

２

計 C

鎮咳去たん剤
その他の鎮咳去たん剤
植物性製剤―――――

■

評

――̈ ~~~~~― ――――̈ ―̈――――――………――――――…――――――――――.

抗 ヒスタミン剤
その他の抗ヒスタミン剤
トリペレナミン系製剤
Zニ ノ_■アジン系製剤

1

鎮咳剤

エフェドリン及びマオウ製剤
その他の鎮咳剤
デ主乙上豆∠L上/L/zニヱ製剤_

４

１

一計

主としてグラム陽性 0

陰性菌に作用するもの

オキサセフェム系抗生物質製剤
セフ手ム系抗生物質製剤   ・
その他の主としてグラム陽性 ・陰性菌に作用
ペニシリン系抗生物質製剤

２

　

　

３

5

気管支拡張剤
イソプレナリン系製剤
キサンチン系製剤
その他の気管支拡張剤

一計 1

消化性潰瘍用剤
H2遮 断剤

盗Ω他の消化性潰瘍用剤
研

タミフル非使用例




